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 要　　旨
現在利用されている空調システムでは，多くがPIDやON/OFF制御などで温度制御や風
速制御が行われており，それほど複雑な制御は行われていない．空調システムにおい
て，複雑な，または精度の良い制御が行われていない理由の一つに，空間の温度分布や
気流の数式モデルを得ることが困難であるといった問題が挙げられる．
一方近年，クリーンルームを設置している半導体工場，液晶工場，研究室や実験室，
さらには美術館や博物館の収蔵庫など，高精度，高品質な恒温環境および低コスト，省
エネルギーな空調機器や方式が求められている．しかしながら，現状では高精度，高品
質を求めるために一つの空間に必要以上の空調機器を設置し，過剰なコストやエネル
ギーを浪費している．また，製造装置などが空間内にところ狭しと設置され，そのため
空間内の温度分布にムラがある，気流の低帯域があるなど様々な問題が指摘されてい
る．
このような空調システムの問題に対し，天井面に吹出口の方向・角度を任意に設定，
可動できる空調機(可動式ノズル型空調機)を設置した場合についての研究が行われてい
る．しかし，天井面に空調機を設置することを考えたとき，配管や機器の重量のための
強度などの問題や建築費が増す恐れがある．
そこで本研究では壁面に可動式ノズル型空調機を設置した場合を考える．これによ
り，天井面よりも吹き出し口が居住空間に近く，到達するまでの温度損失が少ないた
め，効率的に空調が行えると考える．さらに，強制的に対流を起こす対流ファンおよび
発熱し，輻射冷暖房を行うパネルを導入することで，より効率的な空調システムを構築
する．
以上の空調システムに対し，現代制御理論によるフィードバックコントローラとファ
ジィ理論によるファジィコントローラを組み合わせたハイブリッドコントローラを適用
する．制御入力が遅れをもって表われる制御対象において，将来の目標値信号を考慮す
ることは現在の入力を決定するために重要であると考える．また，将来の目標値信号は
空間の使用時間，人数や製造装置の運転計画などから決定できる場合がある．よって，
将来の目標値信号を考慮したハイブリッドコントローラを提案し，これにより省エネル
ギー性の向上を期待する．最後に，CFDを用いて空調システムおよび制御方式の有効性
を検証する．
